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http://www.city.takehara.lg.jp/gikai/ か
が
や
く

女
性
消
防
団

� 傍聴の際には「自宅での検温・マスクの持参」をお願いします �
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、議会を傍聴される皆様には、議場への入場前
に体温・体調等の申告をいただき、入場時にはマスクの着用、手指のアルコール消毒をお願いする
ことといたします。傍聴に来られる際には、あらかじめ自宅での検温と、マスクの持参をお願いい
たします。
　また、傍聴する際には、他の傍聴者と２メートル以上の間隔を空けて着席ください。
　感染拡大防止のため、皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

特
　集



特
　集

竹
原
市
女
性
消
防
団
の
、

分
団
長 

山
登
純
子
さ
ん
、

副
分
団
長 

奥
田
一
美
さ
ん
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q　
発
足
の
時
期
、
経
緯
は
？

奥
田　
消
防
団
員
が
減
少
し
て
い
る
の
で
、
予

防
活
動
の
た
め
に
女
性
を
集
め
よ
う
と
す
る
流

れ
が
あ
り
ま
し
た
。

Q　

 

活
動
内
容
を 

教
え
て
く
だ
さ
い

山
登　
広
報
や
救
急
法
の
指
導
，
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
等
の
応
急
手
当
の
指
導
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。

　
自
分
や
大
切
な
人
の
身
を
守
る
た
め
の
活
動

な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
少
し
で
も
手
助

け
に
な
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＝ 

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

＝

１
月　
■ 

竹
原
市
消
防
出
初
式

２
月　
■ 

広
島
県
女
性
消
防
団
員
活
性
化
研
修
会

６
月　
■ 

応
急
救
命
講
習
指
導
（
写
真
）

　
　
　
　

�

み
ん
な
の
前
で
い
ろ
い
ろ
や
る
こ
と
が
恥
ず
か
し
い

と
か
抵
抗
を
持
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
、
和
や
か

に
、
緊
張
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。�

　
消
防
署
の
人
の
よ
う
に
完
璧
に
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
の
分
臨
機
応
変
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

７
月　
■ 

幹
部
初
任
者
研
修

　
　
　
■ 

小
型
ポ
ン
プ
操
法
実
践
放
水
競
技
大
会
の
手
伝
い

女
性
消
防
団
の
こ
と
を
知
って

　い
た
だ
い
て
、
仲
間
に

　
　加
わ
っ
て
ほ
し
いで
す。

　今
田
議
員
・
下
垣
内
議
員
が
聞
く

副分団長

奥田　一美さん
分団長

山登　純子さん
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副
分
団
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

Q 今
田
議
員
・
下
垣
内
議
員
が
聞
く



８
月　
■ 

山
火
事
防
止
・
緑
の
保
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
写
真
）

９
月　
■ 

竹
原
市
総
合
防
災
訓
練
（
写
真
）

11
月　
■ 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
、
広
報
活
動

12
月　

 

■ 

防
火
教
室（
保
育
所・
幼
稚
園
） 

　
●
人
形
劇

　
　
　
■ 

年
末
警
戒

そ
の
他

　
　
　
■ 

各
種
イ
ベ
ン
ト
参
加

　
　
　
■ 

研
修
会
・
会
議 

な
ど

女
性
消
防
団
の
こ
と
を
知
って

　い
た
だ
い
て
、
仲
間
に

　
　加
わ
っ
て
ほ
し
いで
す。

Q　
現
在
の
団
員
の
状
況
は
？

山
登　
定
員
25
名　
現
在
16
名

　
子
育
て
や
親
の
面
倒
を
み
る
こ
と
で
退
団
さ

れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
、
み
ん
な
そ
れ
ぞ
れ

家
族
に
理
解
・
協
力
し
て
も
ら
っ
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

Q　

 

消
防
団
に
入
っ
て 

良
か
っ
た
こ
と
は
？

奥
田　
救
急
法
の
資
格
は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
消
防
知
識
や
防
火
知
識
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、活
動
を
通
し
て
多
く
の
知

り
合
い
が
で
き
ま
し
た
。
実
際
に
教
え
た
こ
と

が
役
に
立
つ
よ
う
な
事
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
や
り
が
い
に
な
り
ま
す
。

Q　

 

人
形
劇
も
さ
れ
て
い
る 

そ
う
で
す
が

山
登　
保
育
所
、
こ
ど
も
園
で
人
形
劇
を
10
年

以
上
継
続
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
言
葉

だ
け
で
は
理
解
し
に
く
い
の
で
、
実
際
に
体
を

使
っ
て
覚
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
、
子
ど
も
た
ち
に
う
ま
く
伝

わ
る
か
、
毎
年
色
々
と
工
夫
し
な
が
ら
人
形
劇

の
シ
ナ
リ
オ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
幼
児
期
か
ら
、
自
分
の
身
を
守
る
方
法
を
教

え
、
生
き
抜
く
力
を
育
て
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
と
き
ど
き
思
い
も
し
な
い
反
応
を
す
る
の

で
、
驚
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
楽
し
ん
で
活

動
し
て
い
ま
す
。

Q　

 

現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
は 

あ
り
ま
す
か
？

奥
田　
団
員
が
集
ま
っ
て
話
を
し
た
り
、
人
形

劇
の
道
具
な
ど
を
保
管
す
る
場
所
が
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

Q　

 

こ
の
特
集
で
市
民
の 

み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
た
い 

こ
と
は
？

山
登　
一
生
懸
命
活
動
し
て
い
る
す
て
き
な
女

性
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
私
た
ち
女
性
消
防
団
の
こ
と
を
少
し
で
も
知

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
私
た
ち
の
仲
間
に
加

わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
命
と
未
来
の
た
め
に
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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… 主 な 議 案 …
議案第61号  竹原市消防団条例の一部を改正する条例案

議案第62号  竹原市駐車場設置及び管理条例の一部を改正する条例案

議案第69号  令和2年度竹原市一般会計補正予算（第4号）

議案第66号  竹原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案

●内　容／�転出や高齢化により消防団員数が減少していることから、団員数の確保を目的として、
市外居住者であっても市内に勤務している場合は入団ができるようにするもの。

●総務文教委員会での主な質疑
・質　疑／現在の消防団員の定数は何人ですか。
・答　弁／�定員数は430人、実員数は375人�

となっています。

●内　容／�現在設置している竹原港駐車場及び北崎仮設駐車場を市営駐車場として有料化を図り、
港湾施設利用者の利便性向上につながるよう適正に管理運営するもので、竹原港市営
駐車場及び北崎市営駐車場を追加し、月極の使用料として、竹原港市営駐車場にあた
っては月額6,000円、北崎市営駐車場にあっては4,000円を新たに規定、時間利用に
ついては、1時間100円（最大600円）とするもの。

●民生産業委員会での主な質疑
・質　疑／タイムスケジュールはどうなりますか。
・答　弁／�議決後に契約締結・機器の設備・月極の利用の�

周知や募集等で4か月はかかるので、11月より�
開始と考えています。

・質　疑／長期にわたる放置車両の撤去はどうしますか。
・答　弁／�周知・命令・勧告・行政代執行の手順を�

踏み、県と連携して行います。

●内　容／�住民記録システム改修事業��������������������� 2,519千円�
コンビニ交付システム構築事業������������������ 13,645千円�
竹原港駐車場管理運営事業��������������������� 4,500千円�
ボルダリング講習会開催事業��������������������� 575千円

●総務文教委員会での主な質疑
・質　疑／ボルダリング講習会開催事業は一過性の事業ではないですか。
・答　弁／�ボルダリングは近年人気が高まっており、今後の事業の継続を求めている事業者も�

いることから、今後も継続するように考えています。

●内　容／�竹原市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部が改
正され、放課後児童支援員の認定資格研修の実施主体が追加されたことに伴い、必要
な規定を整備するもの

●民生産業委員会での主な質疑
・質　疑／支援員の人的支障はありますか。
・答　弁／現在は支障ありませんが、将来的には人員確保は難しくなることが懸念されます。

ついては、1時間100円（最大600円）とするもの。

たけはら市議会だより2020（令和 2年）8月� 第 101 号（�4�）



●令和2年第2回定例会　議案概要・採決結果　　　　令和2年6月9日～令和2年6月25日　○は賛成　×は反対

議案
番号 議　案　名　等 議　案　等　の　概　要

付

　託

委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本
議決
結果

報告
第8号

令和元年度竹原市一般会計繰
越明許費繰越計算書について

令和元年度予算のうち令和2年度へ繰り越した経費に
ついて報告するもの 省略 － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第9号

令和元年度竹原市一般会計事
故繰越し繰越計算書について

令和元年度予算のうち令和 2年度へ事故繰越しした�
経費について報告するもの 省略 － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第10号

令和元年度竹原市公共下
水道事業特別会計繰越明
許費繰越計算書について

令和元年度予算のうち令和2年度へ繰り越した経費に
ついて報告するもの 省略 － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第11号

令和元年度竹原市介護保
険特別会計繰越明許費繰
越計算書について

令和元年度予算のうち令和2年度へ繰り越した経費に
ついて報告するもの 省略 － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第12号

令和元年度竹原市水道事業会
計予算繰越計算書について

令和元年度予算のうち令和2年度へ繰り越した経費に
ついて報告するもの 省略 － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第13号

令和元年度竹原市水道事
業会計予算事故繰越し繰
越計算書について

令和元年度予算のうち令和 2年度へ事故繰越しした�
経費について報告するもの 省略 － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

報告
第14号

竹原流通センター株式会
社の経営状況について

竹原流通センター株式会社の経営状況について報告�
するもの 省略 － － － － － － － － － － － － － － 原案

報告

議案
第50号

竹原市教育委員会教育委
員の任命につき議会の同
意を求めることについて

令和 2 年 6 月 20 日をもって任期満了となる竹原市�
教育委員会教育委員の後任を任命しようとするもの�
（平田和也氏）

省略 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

同意

議案
第51号

竹原市農業委員会委員の少な
くとも4分の1を認定農業者等
又は認定農業者等に準ずる者
とすることにつき議会の同意
を求めることについて

委員の過半数を認定農業者等又はこれに準ずる者と
する要件を満たすことが困難であることから、委員の
少なくとも4分の1を認定農業者等に準ずる者とする
もの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

同意

議案
第52号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

令和 2年 7月 14 日をもって任期満了となる農業委員
会委員の後任を任命しようとするもの（石本進氏） 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
同意

議案
第53号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

令和 2年 7月 14 日をもって任期満了となる農業委員
会委員の後任を任命しようとするもの（赤坂佳折氏） 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
同意

議案
第54号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

令和 2年 7月 14 日をもって任期満了となる農業委員
会委員の後任を任命しようとするもの（祐本征武氏） 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
同意

議案
第55号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

令和 2年 7月 14 日をもって任期満了となる農業委員
会委員の後任を任命しようとするもの（山元 子氏） 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
同意

議案
第56号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

令和 2年 7月 14 日をもって任期満了となる農業委員
会委員の後任を任命しようとするもの（土居民喜氏） 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
同意

議案
第57号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

条例改正により増員された農業委員会委員の任命を
しようとするもの（渡橋昭二郎氏） 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
同意

議案
第58号

竹原市農業委員会委員の
任命につき議会の同意を
求めることについて

条例改正により増員された農業委員会委員の任命を
しようとするもの（宮崎信之氏） 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
同意

議案
第59号 財産の無償貸付けについて 竹原流通センター株式会社に従前から無償で貸し付けて

いる市有財産を引き続き同社に無償で貸し付けるもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第60号

特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部を改正する条例案

竹原市社会福祉法人等指導監査嘱託員の報酬支給額
を改めるもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第61号

竹原市消防団条例の一部
を改正する条例案

消防団員の実員数を維持するため、任命要件を改める
もの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第62号

竹原市駐車場設置及び管理条
例の一部を改正する条例案

竹原港港湾施設の適正管理及び利用者の利便性向上
を図るため、駐車場を有料化するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 退
席
原案
可決

議案
第63号

竹原市介護保険条例の一
部を改正する条例案

消費税率及び地方消費税率の引き上げに合わせ介護�
保険法施行令の一部が改正されたことにより、負担軽
減措置した低所得者の介護保険料を更に軽減するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第64号

竹原市特定教育・保育施設及
び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準の一部が改正されたことに伴い、必要な�
規定を整備するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第65号

竹原市家庭的保育事業等
の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部
を改正する条例案

家庭的保育事業の設備及び運営に関する基準の一部
が改正されたことに伴い、必要な規定を整備するもの 民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第66号

竹原市放課後児童健全育
成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例
の一部を改正する条例案

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する�
基準を定める条例の一部が改正されたことに伴い、�
必要な規定を整備するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第67号

竹原市地方活力向上地域
における固定資産税の不
均一課税に関する条例の
一部を改正する条例案

広島県及び県内市町が地域再生法第5条の規定により
共同で策定している地域再生計画が変更され、事業者
の認定期限が延長されたことに伴い、必要な規定を�
整備するもの

民生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決

議案
第68号

市長等の損害賠償責任の
一部免責に関する条例の
一部を改正する条例案

地方自治法施行令の一部改正により、損害賠償責任の
一部免責の基準額に会計年度任用職員の期末手当が
含まれたことを踏まえ、必要な規定を整備するもの

総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長 ○ ○ ○ ○ 退

席
原案
可決

議案
第69号

令和 2 年度竹原市一般�
会計補正予算（第 4号） 歳入歳出それぞれ 26,226 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ 退
席
原案
可決
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■ひとり親世帯臨時特別給付金事業 ���������������������������������
　●内　容　�新型コロナウイルス感染症の影響を受けているひとり親家庭等の生活を支援するため、

児童扶養手当受給者等に給付金を支給するもの。
　●ひとり親世帯臨時特別給付金

■次期作付け農家応援事業 ����������������������������������������
　●内　容　�新型コロナウイルス感染症の影響で市場価格が低下している状況においても事業継続を

図るため、次期作付け等を行う生産者に対し、種子・肥料・農薬等の作付けにかかる費
用を、一経営体あたり50万円を限度に補助金を交付するもの。

　●総務文教委員会での主な質疑
　　・質　疑／次期作付けとはどういうものですか。
　　・答　弁／�収穫を終えた後、これから新しく作物を植え付けて栽培するものです。
■地元産品活用支援事業 �����������������������������������������
　●内　容　�一次産品の需要減少に伴う農業者等の売り上げの減少に備えるため、郷土産業振興館に

おいて長期間保存ができる商品を開発するとともに、その製品の開発に必要な備品を整備
するもの。

■プレミアム付き商品券発行事業 �����������������������������������
　●内　容　�市内における消費行動を促進するとともに、市内の経済活動の回復につなげるため、使

用場所が市内店舗に限定されたプレミアム率30％がついた商品券を発行する団体に対し、
補助金を交付するもの。

　●総務文教委員会での主な質疑
　　・質　疑／商品券の販売限度額、また、販売方法はどうなっていますか。
　　・答　弁／�販売限度額は一人当たり５万円で、準備できしだい、市役所、商工会議所、市の公共

施設で販売する予定です。
　　・意　見／迅速かつ公平に、広報、販売をしてほしい
■電子図書館整備事業 �������������������������������������������
　●内　容　�人との接触を少なくして新型コロナウイルス感染拡大の防止を図るとともに、図書館利

用者の利便性を向上させるため、利用者が家にいながらインターネットを通じて電子図
書の検索・貸出・返却・閲覧することができる電子図書館を整備するもの。

令和2年度 竹原市一般会計補正予算 (第5号)

■中小企業者等事業継続支援給付金
　●内　容　�新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、前年同月比売上の減少幅20％以上50％未

満の事業者等の運営資金の一助とするため、1事業所あたり10万円を支給するもの。
　・質　疑　新規開業の事業者は対象となるか。
　・答　弁　令和元年6月以後に創業した事業者も対象となります。

■「GIGAスクール構想」情報機器端末整備事業
　●内　容　 国における小中学校等の情報機器端末の導入前倒しの方針を踏まえ、小中学校等に最適

化された教育ICT環境を提供するため、児童、生徒1人1台の情報機器端末を整備するもの。

令和2年度 竹原市一般会計補正予算 (第3号)

対　　象　　者 給付金額

基本給付

①令和２年６月分の児童扶養手当を受給されている方（公的年金等を受給し
ており、令和２年６月分の児童扶養手当の支給が全額停止される方を含む）

１世帯５万円

第２子以降
１人につき３万円

②�非児童扶養手当受給者で、新型コロナウイルスの影響を受けて、家計が急変
するなど収入が児童扶養手当受給者と同じ水準になるまで減少された方

追加給付
上記の①に当たる方のうち、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が
急変し、収入が減少した方

１世帯５万円

たけはら市議会だより2020（令和 2年）8月� 第 101 号（�6�）



第4回臨時会 議案第49号 竹原市一般会計補正予算（第3号）

第3回臨時会 議案第48号 竹原市一般会計補正予算（第2号）

第5回臨時会 議案第70号 竹原市一般会計補正予算（第5号）

費　　目 事　　業　　名 金額（千円）

民 生 費
高齢者フレイル対策事業 3,002
子育て家庭等生活支援事業 1,273
新型コロナウイルス感染拡大防止事業 5,800

衛 生 費 新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策支援事業 14,000
電子母子手帳アプリ活用事業 264

商 工 費 中小企業者等事業継続支援給付金 84,158
雇用調整助成金等活用促進事業 13,126

教 育 費 「GIGAスクール構想」情報機器端末整備事業 116,262
GIGAスクールサポーター配置事業 2,428

費　　目 事　　業　　名 金額（千円）

民 生 費
住宅確保給付金 3,942
ひとり親家庭等支援臨時給付金 5,431
漁業災害特別対策資金補助金 81

衛 生 費 新型コロナウイルス感染症対策事業 8,050

商 工 費 広島県感染拡大防止協力支援金負担金 30,920
商業者等支援助成金 3,749

予 備 費 20,000

費　　目 事　　業　　名 金額（千円）
総 務 費 公共交通における感染症拡大防止事業 1,990
民 生 費 ひとり親世帯臨時特別給付金事業 26,311

農 林 水 産 業 費
ふるさと産品福袋PR事業 14,878
次期作付け農家応援事業 10,000
地元産品活用支援事業 9,861

商 工 費

宿泊事業者が行うおもてなし向上事業 10,000
中国四国エリア誘客促進事業 15,000
旅行者受入環境整備事業 24,787
プレミアム付き商品券発行事業 54,129

消 防 費 新型コロナウイルス感染症対策事業（常備消防） 5,475

教 育 費

「GIGAスクール構想」情報機器端末整備事業 13,697
「学びの保障」関連物的体制整備事業 13,000
夏季休業日及び冬季休業日の短縮への対応 12,916
電子図書館整備事業 8,206

たけはら市議会だより第 101 号（�7�）� 2020（令和 2年）8月



質
問  

分
散
避
難
や
避
難
所
で

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
予
防
対
策
に
つ
い
て
。

答
弁 

市
長 

市
民
の
皆
様
に
、

避
難
所
が
密
接
・
密
集
状
態
に

な
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
避
け

る
た
め
、
災
害
の
種
別
に
応
じ

て
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

で
確
認
し
、
災
害
の
危
険
が
少

な
い
親
戚
や
友
人
・
知
人
の
家

等
へ
の
避
難
に
つ
い
て
も
周
知

を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
自
然
災
害
か
ら
大
切
な

命
を
守
る
た
め
、
適
切
か
つ
早

期
の
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
よ

う
、
分
か
り
や
す
い
防
災
情
報

の
伝
達
と
避
難
所
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
万
全
を
期
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問  

本
市
の
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
方
針
に
つ
い
て
。

答
弁 

市
長 

意
向
調
査
に
向
け

た
準
備
と
し
て
、
森
林
所
有
者

や
所
在
な
ど
に
関
す
る
台
帳
の

整
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
対
象
森
林
を
一
定

の
区
域
に
分
け
、
順
次
、
意
向

調
査
に
入
る
予
定
と
し
て
お
り
、

間
伐
等
の
森
林
整
備
や
木
材
利

用
な
ど
の
活
用
策
に
つ
い
て
検

討
し
な
が
ら
事
業
を
計
画
的
に

進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

質
問  

本
郷
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
は
安
定
型
処
分
場
で
あ

り
、
有
害
物
質
の
混
入
に
よ
る

水
質
汚
染
の
危
険
性
が
あ
る
。

ま
た
、
計
画
地
は
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
に
あ
り
、
自
然
災

害
に
よ
る
廃
棄
物
の
流
出
と
い

う
市
民
の
不
安
と
懸
念
を
払
拭

さ
れ
な
い
ま
ま
の
設
置
許
可
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁 

市
長 

三
原
市
本
郷
町
に

建
設
計
画
の
あ
る
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
は
、
平
成
30
年
４

月
に
Ｊ
Ａ
Ｂ
協
同
組
合
よ
り
設

置
許
可
申
請
が
な
さ
れ
、
広
島

県
に
よ
り
令
和
２
年
４
月
23
日

付
で
設
置
許
可
が
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
本
市
か
ら
広
島
県
に

提
出
し
た
意
見
書
の
中
で
、
事

業
者
が
関
係
法
令
の
排
出
基
準

を
遵
守
す
る
よ
う
監
視
及
び
指

導
の
実
施
や
自
然
災
害
に
よ
る

被
害
防
止
対
策
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と
、
発
災
時
に
迅
速
か
つ
的

確
な
対
応
を
行
う
防
災
体
制
を

構
築
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と

に
つ
い
て
求
め
て
お
り
、
意
見

書
に
基
づ
く
対
応
を
適
切
に
実

施
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

三
原
市
と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
地
域
の
環
境
に
対
す
る
住

民
の
不
安
の
払
拭
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

質
問  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
拡
充
は
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
自
治
体
の
取
り
組
み
を

力
強
く
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、

「
新
た
な
生
活
様
式
」
等
へ
対

応
を
図
る
。
そ
の
際
、
家
賃
支

援
を
含
む
事
業
継
続
や
雇
用
維

持
等
へ
の
支
援
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
最

中
の
本
市
で
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市

民
生
活
を
守
る
た
め
特
に
大
事

に
な
る
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
活
用
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

に
重
点
を
置
き
市
民
の
生
活
、

暮
ら
し
や
経
済
を
守
ろ
う
と
さ

れ
る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

　
ど
こ
の
自
治
体
も
そ
う
で
す

が
首
長
の
迅
速
な
判
断
と
情
報

提
供
に
よ
り
住
民
の
不
安
を
払

拭
し
安
心
感
を
与
え
ま
す
。

　
第
２
波
第
３
波
の
可
能
性
が

排
除
で
き
な
い
中
、
長
期
戦
を

見
据
え
、
状
況
の
変
化
に
応
じ

今
後
の
対
応
に
万
全
を
期
す
た

め
に
も
反
転
攻
勢
に
向
け
た
準

備
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

市
長 

こ
の
交
付
金
は
、

地
方
公
共
団
体
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
き
め
細
や
か
に
必
要

な
事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
創

設
さ
れ
た
交
付
金
制
度
で
す
。

　
具
体
的
に
は
緊
急
経
済
対
策

に
掲
げ
ら
れ
た
「
感
染
拡
大
防

止
策
と
医
療
提
供
体
制
の
整
備

及
び
治
療
薬
の
開
発
」
「
雇
用

の
維
持
と
事
業
の
継
続
」
「
次

の
段
階
と
し
て
の
官
民
を
挙
げ

た
経
済
活
動
の
回
復
」
「
強
靭

な
経
済
構
造
の
構
築
」
の
４
つ

の
柱
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
に
活
用
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
第
２
次
補

正
予
算
を
編
成
し
、
更
な
る
対

策
を
講
じ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
本
市
と
し
て
も
、
増
額
さ

れ
た
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
地
域
経
済
や
住
民
生

活
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
第

２
波
、
第
３
波
に
備
え
を
行
う

と
と
も
に
、
官
民
を
挙
げ
た
経

済
活
動
の
回
復
に
向
け
た
、
中

長
期
的
な
視
点
も
加
味
し
た
前

向
き
な
施
策
に
つ
い
て
も
実
施

し
て
い
く
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
時
期
を
失
す
る
こ
と
な

く
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

下
しもがきうち

垣内 和
かずはる

春
●新型コロナウイルス感染症の予防下での危機管理体制について
●森林環境税及び森林環境譲与税の活用について
●本郷産業廃棄物最終処分場建設について

動 画

道
どうほう

法　知
と も え

江 ●本市に求められるコロナ危機への対策
動 画

たけはら市議会だより2020（令和 2年）8月� 第 101 号（�8�）一 般 質 問



質
問  

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
第
２
波
に
備
え
、
竹
原
市
内

で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
・
医
療
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

②
国
の
第
２
次
交
付
金
は
、
感

染
症
対
策
と
市
内
事
業
者
の
経

済
支
援
に
全
額
使
う
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁 
市
長 

①
国
・
県
が
実
施

す
る
措
置
で
す
。
竹
原
市
内
で

の
検
査
体
制
等
は�

確
認
し
て

い
ま
す
が
医
療
機
関
は
非
公
表

で
す
。

②
今
後
、
事
業
実
施
に
よ
る
効

果
を
検
証
し
、
医
療
機
関
や
介

護
施
設
に
お
け
る
感
染
の
拡
大

防
止
や
商
業
者
等
の
売
上
減
少

へ
の
必
要
な
施
策
を
考
え
ま
す
。

質
問  

①
「
地
元
住
民
と
の
協

議
の
場
を
確
保
し
、
信
頼
の
醸

成
に
努
め
る
こ
と
」
…
市
の
意

見
が
実
行
さ
れ
な
い
ま
ま
、
広

島
県
は
本
郷
産
廃
場
の
設
置
許

可
を
出
し
ま
し
た
。

　
市
は
県
や
事
業
者
に
ど
う
対

応
し
ま
す
か
。

②
Ｊ
Ａ
Ｂ
組
合
の
有
害
物
質
の

確
認
・
水
質
検
査
の
対
策
で
埋

立
廃
棄
物
に
有
害
物
の
混
入
を

排
除
す
る
明
確
な
確
認
と
体
制

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
産

廃
場
下
流
域
の
飲
料
水
の
安
全

な
水
質
検
査
の
内
容
は
何
か
。

③
市
環
境
基
本
条
例
は
、
恵
み

豊
か
な
環
境
の
下
で
、
健
康
で

文
化
的
な
生
活
を
営
む
こ
と
は
、

市
民
の
権
利
、
世
代
に
継
承
の

責
務
と
あ
る
が
、
市
の
対
応
は

ど
う
か
。

答
弁 

市
長 

①
県
に
は
意
見
書

に
基
づ
く
対
応
の
適
切
な
実
施

や
広
島
県
を
通
じ
て
事
業
者
に

対
す
る
水
資
源
の
保
全
等
の
市

民
不
安
の
払
拭
に
つ
な
が
る
対

応
を
求
め
ま
す
。

②
県
に
お
い
て
、
廃
棄
物
の
処

理
等
の
法
律
の
基
準
を
満
た
す

設
備
で
あ
る
こ
と
や
事
業
者
が

申
請
の
と
お
り
適
切
に
対
応
す

る
こ
と
で
地
下
水
や
水
源
を
汚

染
す
る
恐
れ
は
な
い
と
判
断
さ

れ
、
許
可
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ま
す
。

　
水
質
検
査
は
年
１
回
以
上
、

敷
地
内
６
カ
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
、
浸
透
水
の
検

査
項
目
は
水
銀
・
鉛
・
六
価
ク

ロ
ム
・
ヒ
素
の
26
項
目
等
で
あ

り
、
水
道
の
検
査
項
目
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

③
こ
の
条
例
の
目
的
は
個
別
具

体
的
な
規
制
や
情
報
提
供
等
で

は
な
い
の
で
Ｊ
Ａ
Ｂ
組
合
に
規

制
措
置
な
ど
の
対
応
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

質
問  

市
民
が
元
気
で
安
心
安

全
な
生
活
を
続
け
る
た
め
の

「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
つ
い

て
の
お
考
え
は
。

答
弁 

市
長 

日
常
生
活
の
中
で
、

飛
沫
感
染
や
接
触
感
染
、
さ
ら

に
は
近
距
離
で
の
会
話
へ
の
対

策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
入

れ
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を

心
が
け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
感
染

症
の
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、

自
分
自
身
の
み
な
ら
ず
、
大
切

な
家
族
や
友
人
な
ど
の
命
を
守

る
事
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て

お
り
、
市
民
一
人
一
人
に
「
新

し
い
生
活
様
式
」
の
定
着
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
と
ら
え
て
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

質
問  

「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
中
で
、
マ
ス
ク
着
用
に
よ
り

熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
と
考
え
る
が
、

市
民
特
に
高
齢
者
に
対

す
る
熱
中
症
予
防
対
策
、

周
知
は
。

答
弁 

市
長 

今
年
の
夏

は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
生
活
環
境
で
迎
え

る
こ
と
と
な
り
、
十
分

な
感
染
症
予
防
を
行
い

な
が
ら
熱
中
症
予
防
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
度
、
厚
生
労
働
省
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
熱
中
症

予
防
行
動
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

屋
外
で
人
と
十
分
な
距
離
、
す

く
な
く
と
も
２
ｍ
以
上
が
確
保

で
き
る
場
合
に
は
熱
中
症
の
リ

ス
ク
を
考
慮
し
、
マ
ス
ク
を
は

ず
す
こ
と
、
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
い
る
場
合
に
は
、
強
い
負
荷

の
作
業
や
運
動
は
避
け
、
の
ど

が
渇
い
て
な
く
て
も
こ
ま
め
に

水
分
補
給
を
心
掛
け
る
こ
と
な

ど
が
示
さ
れ
、
高
齢
者
、
障
害

者
、
子
ど
も
に
関
わ
る
社
会
福

祉
施
設
等
に
対
し
、
周
知
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
広

報
誌
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
、
タ
ネ

ッ
ト
等
を
活
用
し
、
情
報
発
信

の
充
実
や
啓
発
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●竹原市のコロナ感染症対策(市の独自施策)について

● 竹原市環境基本条例と賀茂川水系の 
水源を守る行政姿勢について 動 画

井
いのうえ

上美
み つ こ

津子 ● 新型コロナウイルス感染拡大防止の 
今後の在り方について 動 画

たけはら市議会だより第 101 号（�9�）� 2020（令和 2年）8月一 般 質 問



質
問  

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ

い
て
、
相
談
窓
口
で
あ
る
保
健

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
は
ど
の
よ
う

な
相
談
が
あ
り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長 

精
神
症
状
等
が
み

ら
れ
る
も
の
の
ご
本
人
に
病
識

が
な
く
通
院
、
治
療
に
つ
な
が

ら
な
い
方
、
意
欲
が
わ
か
ず
衛

生
的
な
生
活
を
送
ら
れ
な
い
方
、

面
倒
を
見
て
い
た
両
親
が
亡
く

な
る
な
ど
し
て
直
接
支
援
す
る

人
が
見
つ
か
ら
な
い
方
、
長
期

間
の
ひ
き
こ
も
り
に
よ
り
社
会

復
帰
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
方

な
ど
様
々
な
相
談
を
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。

質
問  

広
島
県
と
協
力
し
て
ひ

き
こ
も
り
支
援
の
事
業
を
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁 

市
長 

広
島
県
が
策
定
し

た
「
広
島
県
地
域
福
祉
支
援
計

画
」
は
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
多
様
な
主
体

と
の
連
携
に
よ
る
支
え
る
側
の

裾
野
の
拡
大
と
、
課
題
を
抱
え

る
住
民
を
漏
ら
さ
ず
受
け
止
め

る
体
制
の
構
築
に
よ
り
、
支
え

合
い
を
進
め
る
た
め
の
土
壌
と

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
内

容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
県
の
取
組
の
方
向
性
を
踏
ま

え
、
本
市
の
実
態
に
合
っ
た
相

談
支
援
体
制
の
構
築
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

質
問  

今
後
の
観
光
事
業
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

答
弁 

市
長 

感
染
リ
ス
ク
に
十

分
配
慮
し
つ
つ
、
関
係
機
関
と

も
連
携
・
協
議
し
な
が
ら
、
観

光
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

質
問  

市
立
学
校
の
教
育
活
動

が
再
開
さ
れ
た
。
こ
ま
め
な
情

報
提
供
が
必
要
に
な
る
と
思
う

が
、
対
応
は
。

答
弁 

教
育
長 

文
部
科
学
省
の

衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
踏
ま

え
、
児
童
生
徒
の
過
度
の
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
に
計
画
的
な

学
習
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
校
長
連
絡
会
、
教
職
員
の
会

議
や
研
修
会
な
ど
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
が
で
き
る
よ
う
６
月

に
は
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。

今
後
も

感
染
症

が
拡
大

し
た
場

合
の
対

応
を
想

定
し
た

体
制
づ

く
り
や

環
境
整

備
に
努

め
て
ま

い
り
ま

す
。

５月１２日　議会運営委員会
５月１５日　第３回臨時会
　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　代表者会議
５月２２日　民生産業委員会
５月２７日　議会運営委員会
５月２９日　第４回臨時会
　　　　　　総務文教委員会
６月　３日　議会運営委員会
６月　９日　第２回定例会（～６月２５日）
　　　　　　代表者会議
６月１１日　総務文教委員会
６月１２日　民生産業委員会
６月１５日　本会議　一般質問（１日目）

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は7回開催しました。（6/3，6/16，6/25，7/7，7/9，7/16，7/20）

６月１６日　本会議　一般質問（２日目）
　　　　　　全議員会議
６月２５日　議会運営委員会
　　　　　　代表者会議
７月　７日　議会運営委員会
７月　９日　第５回臨時会
　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　全議員会議
７月１０日　広島中央環境衛生組合  全員協議会
　　　　　　広島中央環境衛生組合  第１回臨時会
７月１７日　災害時情報伝達訓練

今
い ま だ

田　佳
よ し お

男
●ひきこもり支援について
●観光事業について
●教育行政について

動 画

●市立学校の長期休業期間の変更
　休業日を短縮し、授業を実施する期間

※土、日、祝日、年末年始の休日（12/29〜1/3）は除く

期　　間 日数※ 計

夏季休業
7/21 〜 8/7

23日
29日8/17 〜 8/31

冬季休業 12/24 〜 1/6 6日

たけはら市議会だより2020（令和 2年）8月� 第 101 号（�10�）一 般 質 問



令和元年度の各議員の政務活動費収支報告

議案
番号 議　案　名　等 議　案　等　の　概　要

付

　託

委
員
会

下
垣
内

今

　田

竹

　橋

山

　元

高

　重

堀

　越

川

　本

井

　上

大

　川

道

　法

宮

　原

吉

　田

宇

　野

松

　本
議決
結果

議案
第49号

令和 2 年度竹原市一般�
会計補正予算（第 3号） 歳入歳出それぞれ 240，313 千円を増額補正するもの 総務 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ 原案
可決

議案
第70号

令和 2 年度竹原市一般�
会計補正予算（第 5号） 歳入歳出それぞれ 220，250 千円を増額補正するもの 総務 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長 〇 〇 〇 〇 〇 原案
可決

全 国 市 議 会 議 長 会 表 彰
　
令
和
２
年
度
全
国
市
議
会
議

長
会
の
総
会
に
お
い
て
、
永
年

に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に

寄
与
し
た
功
績
に
よ
り
、
議
員

在
職
25
年
以
上
表
彰
と
し
て�

宇
野
武
則
議
員
が
表
彰
さ
れ
、

６
月
25
日
、
議
場
に
て
表
彰
状

の
伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

●令和元年度 政務活動費支出状況 （議員数：14名）（単位：円）

議員名 交付額 執行額計 使　用　内　容 差し引き�返納額

下垣内和春 120,000 105,390 研究研修費������ 105,390 14,610

今田　佳男 120,000 120,000 研究研修費������� 70,440
調査旅費�������� 49,560 0

竹橋　和彦 120,000 90,680 研究研修費������� 90,680 29,320
山元　経穂 120,000 90,680 研究研修費������� 90,680 29,320

高重　洋介 120,000 79,140 研究研修費������� 46,740
資料購入費������� 32,400 40,860

堀越　賢二 120,000 81,364 研究研修費��������5,580
要請・陳情活動費���� 75,784 38,636

川本　　円 120,000 72,120 研究研修費������� 72,120 47,880

井上美津子 120,000 91,980 研究研修費������� 90,580
資料購入費��������1,400 28,020

大川　弘雄 120,000 67,880 要請・陳情活動費���� 67,880 52,120

道法　知江 120,000 94,686 研究研修費������� 55,600
資料購入費������� 39,086 25,314

宮原　忠行 未申請

吉田　　基 120,000 88,680 研究研修費������� 84,500
資料購入費��������4,180 31,320

宇野　武則 120,000 23,705 資料作成費������� 23,705 96,295
松本　　進 未申請

●全ての項目について、収支を証明する領収書が添付されています。
●閲覧を希望される方は議会事務局へ連絡ください。
●各議員の執行状況等については市議会HPからも閲覧できます。

たけはら市議会だより第 101 号（�11�）� 2020（令和 2年）8月
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くわしくは会議録で…
　掲載されている一般質問や答弁は、要約したものです。
本会議の内容をくわしく知りたい方は会議録でわかります。
　市の議会事務局と竹原書院図書館に備えてありますので、
ご利用下さい。また、市のホームページにも掲載しています。

くわしくは会議録で…
お 知 ら せ

検索
竹原市議会

特
　集

　
２
年
前
の
豪
雨
災
害
が
発
生
し

た
夜
は
、
議
会
の
災
害
支
援
連
絡

会
の
一
員
と
し
て
市
役
所
で
待
機

し
て
い
た
。

　
賀
茂
川
の
水
位
が
少
し
ず
つ
上

が
り
、
今
ま
で
に
な
い
危
険
な
状

況
の
デ
ー
タ
の
報
告
を
受
け
な
が

ら
、
ひ
た
す
ら
無
事
に
過
ぎ
る
こ

と
を
祈
っ
た
。
水
位
が
下
が
り
始

め
た
と
き
の
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち

は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
親
戚
の
家
屋
が
倒
壊
、
火
災
が

発
生
し
、
携
帯
電
話
も
連
絡
が
つ

か
ず
、
安
否
不
明
の
ま
ま
夜
が
明

け
た
。
最
悪
の
事
態
も
考
え
ら
れ

た
が
、
壊
れ
た
家
の
な
か
で
泥
ま

み
れ
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
、

消
防
団
の
み
な
さ
ん
に
救
出
さ
れ

避
難
し
て
い
た
。
危
険
な
現
場
の

状
況
か
ら
思
う
と
、
救
助
し
て
く

だ
さ
っ
た
消
防
団
の
方
々
に
は
感

謝
し
か
な
い
。

　
消
防
団
条
例
が
改
正
さ
れ
た
。

今
回
の
特
集
記
事
は
女
性
消
防
団
。

今
後
も
消
防
団
の
み
な
さ
ん
の
活

動
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。

�

今
田　
佳
男

［
広
報
広
聴
委
員
］◎
委
員
長�

○
副
委
員
長

　◎
井
上
美
津
子

　○
今
田

　佳
男

　
　下
垣
内
和
春

　
　堀
越

　賢
二

　
　道
法

　知
江

　
　松
本

　
　進

編
集
後
記

竹
原
市
女
性
消
防
団

　
　
　
　
　
特
集
後
記

　
竹
原
市
は
平
成
17
年
に
女
性
消

防
団
を
立
ち
上
げ
、
火
災
予
防
の

広
報
活
動
や
住
民
啓
発
、
救
命
講

習
等
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
竹
原
市
女
性
消
防
団
の

特
集
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

操
作
や
救
急
法
、
消
防
の
知
識
を

一
緒
に
学
び
応
急
手
当
の
普
及
指

導
を
し
て
い
く
こ
と
に
、
笑
顔
で

や
り
が
い
が
あ
る
と
話
さ
れ
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
軍
手
の
「
し
ょ
う
た
君
」
を
使

っ
た
人
形
劇
の
防
火
教
育
を
は
じ

め
、
大
切
な
人
た
ち
を
守
る
た
め

に
少
し
で
も
手
助
け
に
な
れ
れ
ば

と
、
一
生
懸
命
活
動
さ
れ
て
い
る

前
向
き
な
姿
に
、
皆
さ
ん
も
心
動

か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
女
性

消
防
団
を
紹
介
す
る
こ
と
で
入
団

を
希
望
さ
れ
て
、
一
緒
に
活
動
す

る
仲
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

下
垣
内　
和
春

特
　集

竹
原
市
の
子
ど
も
た
ち
の

命
と
未
来
の
た
め
に
！

の
た
め
に
！

の
た
め
に
！

の
た
め
に
！
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